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拡大すると！？ 

更に拡大すると！！ 

  1. 歯の病気は人からうつる細菌感染症です 

ÂÆ．歯周病菌が引き起こす２つの大きなリスク 

スピロヘータ 

皆さんはなぜ、むし歯になったり、歯ぐきから血がでたり、また歯
がグラグラになったり、抜けるような状態になるのでしょうか？お
口の中、歯の表面に、左の図のような歯の汚れのようなものが付着
していることを多くの方がご存じかと思います。一般的に「歯垢
（プラーク）」と呼ばれるものですが、実はこれは単なる食べかす
などの塊ではありません。この歯垢を高精度の顕微鏡で拡大して観
察すると、この歯垢は実は、「細菌の巣」であることが見て取れま
す。むし歯、歯周病という代表的な歯の病気は、実はこのプラーク
に潜む細菌によって引き起こされているものです。細菌が存在しな
い状態では、むし歯や歯周病は発生しないのです。では、これらの
細菌が生まれた時からお口の中にいるのか、というと実はそうでは
ありません。生まれたばかりの赤ちゃんにはこれらの細菌はいない
のです。実は、これらの細菌は、お箸の使い回し、ハブラシの接触、
キスなどの性交渉などを通じて、他者から感染させられたものなの
です。共に生活する人が歯周病などに感染している場合、その他の
健康な家族や友人にもリスクが生じてしまうのです。 

歯垢（プラーク） 

■ 日本人の８０％が感染している歯周病 
口腔細菌感染症の代表格である「歯周
病（歯槽膿漏）」は日本人が歯を失う
理由として最も確率が高い病気です。 
皆さんはこの歯周病が引き起こすリス
クについてはご存じでしょうか？この
リスクを知ることが、実は健康な生活
を送る上での必須条件であるともいえ
ます。歯周病のリスク、それは 
１）　歯を支える土台となる歯ぐきの
骨を 溶かす  →結果的に、歯が抜ける 
２） 心臓病、糖尿病、誤嚥性肺炎、血
管障害、早産など、死に直結するよう
な全身 疾患を引き起こす 
の２つです。 

歯周病は、「食べる」という人間の生命に関
わる活動を困難にし、且つ、死に直結する病
気を引き起こす、まさに「死の病」と言われて
いる恐ろしい病気なのです。 

歯周病菌です 

ûl)���
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　Ç．歯垢（プラーク、デンタルバイオフィルム）は、全身疾患のスタート地点 

 4．歯周病菌に関連する全身疾患の種類とトラブル 

■ 歯垢とは、歯周病菌が自らを守る“バリア（防護壁）” 
お口の中には、歯の表面だけでなく、歯周ポケットと呼ば
れる歯と歯ぐきの間、舌、口蓋（上顎、下顎）、頬の粘膜
など、更には鼻孔や咽頭（のど）を含めて、約７００種類
を超える細菌がそれぞれ独自の生態系を築いて潜んでいる
と言われています。これらの細菌は、互いにより住みやす
い環境を作るために、一定数の集団となって塊と化す習性
があります。その塊こそが、歯石（プラーク、デンタルバ
イオフィルム）と呼ばれるものに他なりません。そして、
歯周ポケットに入り込んだデンタルバイオフィルムは、実
は、毒素や細胞組織を破壊する酵素を出し続けます。これ
らの毒素や酵素は、歯肉の炎症を引き起こし、ひいては潰
瘍を作り、細胞同士の結びつきを破壊します。これらの細
菌は、このような破壊行為を続け、歯肉内縁上皮細胞とい
う組織にも侵入できるお口の環境破壊者になっていくので
す。デンタルバイオフィルムに潜む歯周病菌はこのように
細胞から侵入するだけでなく、出血を引き起こした歯肉の
血管を通じて全身へ、また誤って肺に飲み込まれただ液な
どから臓器に入り、その中でバイオフィルムを形成するこ
とから、更なる病気を引き起こすと考えられています。 

お口の中のバイオフィルムに潜む細菌は、だ液に
混入し、誤嚥によって下気道に流れ込んで呼吸器
感染症を引き起こします。さらに、歯ぐきの出血
などからも頻繁に血液中に入り込み、血中で歯周
病菌が増加すれば敗血症になります。また、障害
のある心臓弁膜でバイオフィルムを作ってしまう
と、細菌性心内膜炎という病気をも引き起こしま
す。また、血管内にてそれが起きれば、動脈内膜
プラーク形成にも関連してきます。その他、左記
に記載されている通り、全身におけるあらゆる危
険な病気、妊婦の方にはお腹の赤ちゃんにまで大
きな影響を与える重大なリスクを背負う事に繋が
るのです。お口の健康は、全身の健康の入り口で
もあるといえます。    

■ 歯周病菌は全身を駆け巡りバイオフィルムを作る 

【ご存じでしたか？】出血を伴う歯科治療（歯石除去を含む）に関
しては、抜歯等により口腔内常在菌が血中に移行し、菌血症になる
可能性があるので治療後3日間は、献血すら行なうことができませ
ん。それほどまでに口腔内細菌は医学的知見から全身にリスクを伴
うと考えられています。詳しくは日本赤十字社のHPをご覧ください。 

し　こう 
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ÂÉ．口腔内におけるデンタルバイオフィルムを徹底的に取り除き、管理するÒÎÐ 

■ なぜ、THPが必要とされるのか？ 

重要なことは、「口腔内に存在する歯周病菌が潜むプラーク」を 
徹底的に除去し、歯周病菌をはじめとする悪玉細菌が増殖しない 
口腔内環境にコントロールできる素地を作ること。つまり、 
口腔内環境のリセットと維持管理の方法を確立することです。 
残念ながら、現在の医療保険制度では、施術回数や時間の制限、利用できる薬剤や器具の制限な
ど、様々な制約から、一時的な歯周病の症状の緩和は期待できるものの、根本的な改善は望めな
いのが現状です。しかし、だからといって、一生涯、自分の歯を保ち続けるために理想的な施術
を受けることを諦めてしまっては、大切な自分自身の人生をより楽しみ、高めることはできませ
ん。当院では、歯の健康大国と言われる北欧フィンランドの予防管理手法を現地にて徹底的に調
査・分析し、それを日本人が適応できる方法でシステム化しました。 
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ÂÂÊ．ÒÎÐの施術意義　と　診療フロー 

熟練した技術を持つ歯科衛生士が徹底的に 
プラーク、バイオフィルムを除去 

専用の薬剤を用いて、口腔内細菌、全身に
入り込んだ歯周病菌を徹底除菌 

口腔リスク管理、全身リスク管理に必要十分な専
門のリスク管理システムと継続サポート 

①血糖値の測定 

②プラークチェック（染め出し） 

③ブラッシング指導 

④全顎イリゲーション 

⑤歯周組織検査 

⑥PMTC（機械的歯面清掃） 

⑦フッ素塗布 
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⑧使用薬剤の説明 

⑨Dr視診・ペリオプロテクト印象 

⑩全顎SRP　除菌プログラム 

⑪再評価＆メンテナンス説明 

（THPWaterを使用）�
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ÂË．ÒÎÐによる根本的歯周治療　（リスク把握） 

 8．ÒÎÐによる根本的歯周治療 一例　（歯周治療） 

【口腔内写真撮影】 

【歯周精密検査】 

【ガスクロマトグラフ検査】 

【パノラマレントゲンまた　 
　はX線撮影デンタル１２枚】 

 【THPWaterを用いた 
　　　　　　  イリゲーション】 

【舌クリーニング】 

 【THPWaterを用いた 
　　超音波ｽｹｰﾘﾝｸﾞおよびSRP】 

【ペリオプロテクト（3DS）】 

【サリバテスト（だ液検査）】 

【血糖値測定】 

【位相差顕微鏡検査】 

【その他オプション検査】 

【エナメルケア】 

【PMTC】 

【レントゲン診断】 
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1Ä．ÒÎÐ（ﾄｰﾀﾙﾍﾙｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）症例　～未来の健康を取り戻す口腔環境のリセット～ 

àBeforeá� à�Bú¨�á�àA/erá�

■　歯周ポケット検査 
お口全体として、歯周病の中等度
レベルといえる深さが確認されて
います。施術後は、ほぼ全ての歯
で正常値を示すようになり、大幅
な歯周病の症状の改善が図られて
います。 

■　口腔内写真像&顕微鏡像 
日頃のブラッシング（歯磨き）を
丁寧に行なわれているため、見た
目の汚れはほとんど確認されませ
ん。しかし、一方で歯ブラシが行
き届かない歯と歯ぐきの間などの
プロフェッショナルケアの不足で
歯周病の症状が進行していました
(Beforeの内容)。 

■　ガスクロマトグラフⅡ 
全ての要因において、明らかに口
臭を感じられるレベルと測定され
ました。施術後は、綺麗に全ての
要因が除去され、口腔内のリセッ
トが完了したことと、内臓由来に
よる症状についても食事指導など
のもと、改善が図られていること
が分かります。 

■　ガスクロマトグラフⅠ 
ガスクロマトグラフとは、口臭の
程度と、その口臭の原因が何に起
因しているのかを特定するための
特殊な検査装置です。測定される
口臭の成分により、硫化水素（舌
苔由来）、メチルメルカプタン
（歯周ポケット由来）、ジメチル
サルファイド（消化器官由来）の
いずれに該当するかが分かります。 

上記の症例は、２８本全ての自分自身の歯がまだ残っている方の例です。人間の歯は、残念ながら一度
失ってしまうと、二度と自力では回復しません。そのため、なによりも大切なのは、今ある自分自身の
歯をしっかりと健康な状態に保ち続けることなのです。 
しかしながら、多くの方は歯の健康を実際に失ってみるまで、その有難さを実感できません。自分では
健康だ、大丈夫だと感じていても、見えない部分で気づかぬうちに急速に進行してしまうのが歯周病の
恐ろしさです。的確な検査で、自分自身の現状とリスクを把握し、早期回復を図ることが望まれます。 
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ÅÅ．ÒÎÐ受診に関する注意事項 

注意事項１．歯周病治療は可能な限り短期間に行なうことが重要です 

注意事項２．糖尿病をはじめとする全身疾患をお持ちの方はお知らせ下さい 

注意事項３．THPの受診中は、定められた生活習慣をお守り下さい 

注意事項４．THPは全ての処置が連動し適切な効果を出す治療法です 

注意事項５．家族感染などご自身以外の方の歯周病菌にご注意下さい 
むし歯、歯周病は、細菌が原因となる「口腔感染症」です。すなわち、リスクが人から人へと感染してしまうとい
うことです。ご自身の根本的な歯周治療はもとより、パートナーやお子さま、ご家族全体での治療を行なうことで、
一生涯にわたっての健康管理が確実に行なわれることになります。主な感染ルートなどは担当の歯科衛生士がしっ
かりとお伝えさせていただきますので、ご家庭にて気をつけて頂くべきことなどをしっかりとご理解いただき、出
来る限り、ご家族全員で治療を受けられることをおすすめします。 

THPには、世界中の歯周病治療、予防歯科、アンチエイジングなどの知見を含めた様々な治療メニュー
が含まれています。１つ１つが精査されたプログラムですが、全身のリスクを低減し、歯周病を根本か
ら改善するためには、これらの１つ１つが適切なタイミングで実施され、効果が連動することにより結
果が導き出されます。そのため、ご家庭でのホームトリートメントも重要なTHPの一部です。必ず過不
足なく実施していただき、最善最良の結果が生み出されるよう、ご協力ください。 

THPは、当院での歯科衛生士によるプロフェッショナルトリートメントに加え、ご家庭にて実施して頂
くホームトリートメントの処置もございます。ご家庭でのケア方法やお薬の飲み方、歯磨きなどの方法
についても、担当の歯科衛生士が丁寧にお伝えさせていただきます。もし、ご不明な点などございまし
たら、どんな些細なことでも結構ですので、お気兼ねなくお尋ねください。また、食生活をはじめ、日
常生活で心がけて頂きたいことなどもアドバイスさせて頂きます。 
生活習慣についてのお悩みなどございましたら、お気軽に担当の歯科衛生士にご相談ください。 

歯周病菌は、全身疾患と大きく結びついています。そのため、既に糖尿病をは
じめとする全身疾患やアレルギーなどをお持ちの方は事前に担当の歯科衛生
士にお知らせください。処方するお薬や施術内容などが変わる場合がござい
ますが、おひとりおひとりにあったプランを症状をお伺いしながら、全ての
歯科衛生士により症状を検討し、治療プランを検討して参ります。 

歯周病は、「出来る限り短期間で」かつ、「歯周病菌の血中への侵入を防ぎながら」治療を行なうこと
が改善に大きな効果をもたらします。全身の健康を考えた効果的な施術方法を１つ１つ当院にて検討し、
システムを構築しておりますので、安心して治療に専念してください。患者様にご協力をお願いしたい
ことは、出来る限り「決められた施術日」をしっかりとお守りいただき、設定された治療回数を終える
までしっかりと当院に通って頂きたいということです。もし万一ご都合がつかなくなった場合は、当院
までお早めにご連絡ください。なるべく早いタイミングにて再度ご予約をお取りさせて頂きます。 
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ÅÆ．ÒÎÐ受診によって得られるかけがえのない恩恵 

メリット１：口腔内リスクの徹底的な軽減と管理 

メリット２：家族への健康リスクの低減 

メリット３：プラークの付着しにくい口腔環境づくり 

歯周病、虫歯は細菌による感染症のため、歯石を取る処置だけでは根本的な治療効果を得にくい状況で
した。また、近年指摘されている菌血症の問題など、お口だけでなく、お身体全身の健康、それも死に
直結するような病気をもこれらの細菌は引き起こします。 
THPは、お口を健康に、そして綺麗な状態へとリニューアルすることはもとより、全身の病気を引き起
こす原因を根本から除去する効果が期待できると共に、詳細な検査データの管理とサポート体制の構築
により、一生、これらのリスクを背負わない健康な身体づくりを支援します。 

生まれたばかりの赤ちゃんには、これらの口腔内細菌は存在しません。親御さんをはじめ、外部から感
染してくるのです。まずはご自身がしっかりとこれらの細菌リスクのコントロールを行ない、意識を高
め、生活環境を改善することで、ご家族に恐ろしいリスクを与えることがなくなります。今後、セルフ
メディケーション、すなわち、自らの身体を自らの意志で守ることができるか否かで、一生涯に必要と
なる医療費が大きく変ります。あなただけではなく、あなたの大切なパートナーやご家族を守るため、
またご家族が高い生活の質（QOL）を手に入れるために、リスクのない健康な身体を獲得する価値を
知って下さい。 

THPの治療には、歯周病菌などの口腔内細菌を取り除くだけでなく、再発を防止する対策についても十
分に検討がなされています。そのため、THPを受けることにより、のちのちのメンテナンス効果を高め、
プロフェッショナルによる維持管理が確実に継続されることが期待できます。 
THPをお受け頂くことにより、歯周病菌の病巣であるプラーク、バイオフィルムがつきにくい歯をつく
ることができます。詳しくは、担当の歯科衛生士までお気軽にお尋ねください。 

メリット４：細菌レベルでのリスクコントロール 

 メリット５： 一生涯自分の歯で生きるチャンスの獲得 

THPでは、お口の中の目には見えない歯周病菌などの口腔内細菌に「パーフェクトペリオ」という人体
への安全性が立証されており、かつ殺菌力が非常に強いと評価をうけている口腔機能水を用いて除菌を
行ないます。また、血中に入り込んだ歯周病菌については、状況に応じて、「ジスロマック」などの抗
生剤を用いて殺菌を実施します。これにより細菌レベルでのリスク低減、管理が可能となり、歯周病リ
スクが増加しづらいお口の状況へと確実に導いて参ります。現在の日本人の一般的な生活習慣、歯科の
活用方法では当院で実施している世界水準での予防管理体制が根付いておらず、ほとんどの日本人が多
くの歯を失い不自由な生活を強いられています。当院ではこれまでの日本人の健康を一新する最先端の
予防プログラムを確立し、本来可能な健康の維持を実現します。 

一度リスクを低減されたうえで、しっかりとメンテナンスを継続してお受け頂くことで、非常に特殊な
ケースを除いて、むし歯の再発や歯周病の再発の不安や恐怖を抱えることがなくなります。これは、一
生涯、自分自身の歯で生き続ける、生活を維持し続けることができるということを意味します。そのた
め、これまではむし歯の不安などで実施を踏みとどまっていた、審美的な処置、つまり、お口の美容や
アンチエイジングなどを考慮した１ランク上の治療についても、安心してお受け頂けるようになります。 
一生涯の健康を守るパートナーが当院の歯科衛生士です。どのようなことでも、人生の健康を守るサ
ポーターとしてお気軽にご相談ください。 
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ÅÇ．一生涯、自分の歯を健康に残し続けることは可能です 
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歯周病菌は下記の流れで歯を蝕みます。定期的に現状を知り管理することが大切です。 
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ÅÈÃÂ八森歯科医院の世界水準予防管理体制　メンテナンスプログラム 
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ÅÉ．ÒÎÐ受診中に行なって頂くご家庭での取り組み 

①　ジスロマックの服用（口腔内の菌の種類により必要のない場合もあります） 

②　３DSペースト（カンジダ菌等除去） 

③　ペリオプロテクト（歯冠・歯根用薬剤搬送トレイを用いた3DS) 

④　THPWaterによる歯周病菌の再感染抑制 

全身に入り込んだ歯周病菌を血中から殺菌する抗生剤
です。 
体内の歯周病菌を取り除くことで、歯周病の症状を緩
和すると共に、歯周病菌による全身疾患のリスクを軽
減します。 
１日１回　２錠を３日間連続で服用してください。 

歯周ポケット内や口腔内全体にいるカンジダ菌等を徹
底的に取り除くための抗真菌剤です。歯磨きの際にハ
ブラシに適量をつけていただき、歯と歯ぐきの境目な
どを丁寧にブラッシングしてください。 
※ THP受診前に使用されていたハブラシは細菌の付着
があるため、必ず新しいハブラシを利用してください。 

歯周病の処置のために、歯および隣接する歯周組織に薬剤を塗
布するための、上歯列・下歯列の歯にフィットするトレイをご
提供します。このトレイは、歯および歯周組織に適合するよう
に、弾性物質で作成されています。特殊な製法のトレイですの
で、患者様の歯に隣接する歯肉にできているポケットに入るよ
うに設計されています。ご家庭ではホームケア用の薬剤を用いて、
１日１回を１５分、および週に１回は６時間程度、夜寝ている
間に装着することが望まれます。 

血液中の白血球が、ウイルスの体内への侵入に対し、殺菌す
るために作り出している成分「次亜塩素酸」の力で、口腔内
に潜む歯周病菌を安全に殺菌することができる口腔機能殺菌
水です。次亜塩素酸はもともと、身体の中にある成分ですの
で非常に安全です。ご家庭でも気持ちよくお使いいただける
濃度（THP処置では専門家の管理のもとで高濃度のものを利
用）にてご提供しますので、是非ご家族でもお試しください。 
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1Ê．口腔内の悪玉の細菌を減らし、善玉の細菌を定着させるための取り組み 
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バクテリアセラピーでは、プロバイオティクス（善玉菌）を
摂取することにより、口腔内、さらには全身に共生している
菌のバランスを整え菌質改善　⇒　体質改善を行い歯周病・
むし歯のリスクを軽減させることを目的とします。 
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生体内に存在するポリリン酸�

酵母�

ラット脳�

バクテリア�

1〜80 mM

血漿�

ヒト繊維芽細胞�

ヒト骨芽細胞�

0.06 mM

0.05 mM

0.39 mM

0.15 mM

0.1〜50 mM

ラット肝臓� 0.04 mM

RegeneTiss Inc.
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生体内でポリリン酸は何に
作用するのだろうか？
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アリザリンレッド染色による確認�

None Na-PO4 Poly(P)

RegeneTiss Inc.

無処理� 平均鎖長 15

平均鎖長 40 平均鎖長 300

鎖長（分子量）の異なるポリリン酸の骨吸収の抑制効果�

RegeneTiss Inc.

ポリリン酸による歯槽骨再生�
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IP-CHA IP-CHA + Poly(P) 
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(Interconnected pores hydroxyapatite) 
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     Case No.     BOP      PPD(㎜)    Total     Age(yr.)        Mean±SD of age 
           
            1-9         ＋  −     4   3                         64
            2-3         ＋  −     4   3                         54
            3-5         ＋  −     6   4            5*  57                   56.8±4.9
            3-7         ＋  −     5   4                         51
            3-9         ＋  −     6   5                         58

            3-6         ＋  −     5   4            1*  43
�������������������� *P=0.059
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ÂÅÌ．健康な歯で噛める様になることは究極のアンチエイジングとなります 
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ÂÅÍ．ÒÎÐをお受け頂いた患者様からのメッセージと結果例 
【術前】 

【術後】 
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ÂÆÄ．ÒÎÐホームケアキットのご案内 

ĩĮŇķōňŔœœŏo�A�ĨŃ�

ľŊĶŋĵģİŐľŊĻĤħĵģĪİő� ŁŇħĽņĮ�
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キシリトール１００％含有は歯科医院での
専売品です。歯の予防にキシリトールの活
用は切って離せません。 
キシリトールを活用した細菌のコントロー
ル方法を専門知識豊富な歯科衛生士がお伝
えさせていただきます。 

スウェーデンBio-Gaia社が 
研究開発を行った、プロバ
イオティクス（善玉の生
菌）で、口腔内のむし歯菌
（SM菌）、歯周病菌（Aa
菌、Pg菌、Pi菌） 
の抑制効果が確認されてお
り、口腔内にとどまらず、
全身の健康へも寄与し、毎
日安心して使用できる優れ
た錠剤です。 

ハブラシでは磨くこと
が難しい、歯と歯の間
などを非常にやわらか
なブラシが的確に入り
込み、 
プラークを除去します。 
歯科衛生士が丁寧に使
用方法をアドバイス致
しますので、この機会
に是非お試しください。 

当院スタッフも愛用す
る、歯周病予防に効果
的なハブラシです。 
大きさや柔らかさをお
選びいただけますので、
ご自身のブラッシング
の状態に応じたものを
歯科衛生士がアドバイ
ス致します。 

歯と歯の間の細かな
汚れもすべて取り除く、
歯周病予防、虫歯予
防の必須アイテムです。 
きちんとしたお口の
ケアを行なうために、
まだお使いでない方に
は是非おすすめするア
イテムです。 



近年では、歯周病菌だけでなく、虫歯菌についても上記の
ような全身疾患に影響を与えることが明らかになってきま
した。 
身体の健康は、命の入り口、歯の健康から。 
当院ではお口のリスクをリセットし、予防管理の上で的確
なリスクコントロールを行なう体制を整えております。こ
れこそがTHPです。より詳しくは当院スタッフまでお気軽
にお尋ねください。 
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“An ounce of prevention is  
　　　　　worth a pound of Cure” 
予防の1オンスは治療の１ポンドの価値がある 

病気にかかって治療を受ける 
よりも病気にかからないように 
予防する方がより良いということ。 

Benjamin#Franklin�

上田歯科医院は、あなたと共に、 
あなたにとっての新しい健康のステージを開拓します。 
一生涯、自分らしく健康に生きる。 
そして、自分の人生を最大限幸せなもの 
にしたいと心から願う人々を応援します。 

ļÂSave%Your%Future%Life,%%
	
	
	
	
	
And%Walk%Together%Your%Happiness%Lifeļ�

最後に 
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1ķEffect%of%chewing%gums%containing%the%probioBc%bacterium%
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